
 

  

 令和３年度５月号 

幸手市下川崎３８７ 

☎４３－４６１１ 

幸手市立西中学校  

学校だより  

           世界中からの賞賛          校長 野口祐人 

プロゴルファー松山英樹さんがマスターズを制したニュースは、みなさんも耳にしたのではないでしょう

か。松山選手は、１９３４年に始まったこの大会で、日本人初、アジア人初の優勝という歴史的快挙を達成

しました。 

 ふだんあまりゴルフに興味が無い人もいると思いますので、簡単にマスターズについて説明します。マス

ターズ選手権というのは、世界４大メジャー選手権の一つで、アメリカジョージア州で行われる世界最高峰

のゴルフトーナメントです。出場するためには厳しい招待条件があり、世界で活躍するトッププレイヤーし

か出場することを許されません。長い歴史の中で、今までにも何人もの日本人トッププレイヤーが挑戦して

きましたが、その高い壁に阻まれてきました。優勝を決めた際の日本のテレビ中継では、日本のレジェンド

と言われる解説のプロゴルファーや同じく解説のトッププロゴルファー、さらにアナウンサーまで、言葉に

詰まり、５５秒間沈黙し、その後の言葉も涙声で優勝を称えるという状況になりました。このことからも、

この優勝がどれほどのものだったのか想像がつくと思います。まさに、松山選手が歴史的快挙を成し遂げた

瞬間でした。 

 しかし、世界ではもうひとつの行動に注目が集まりました。それは、松山選手のキャディの行動でした。

ゴルフにはキャディというゴルフ選手にとって唯一の味方がいて、ゴルフバッグを担いで、一緒にコースを

まわり、選手にアドバイスしたりする存在があります。今回松山選手のキャディを務めたのは、早藤奨太さ

んという方でした。この早藤キャディさんは、コースの最後の１８番ホールで、優勝決定後、ピンを返した

後、コースに向かって頭を下げたのですが、この行動に対して、世界から大反響があったそうです。この行

動の動画が投稿された後は、８時間で２５０万回以上再生されるほどで、アメリカをはじめ様々な国で報道

され、「コースに敬意を示す素晴らしい振る舞いだ」「日本人はとても威厳があり、敬意を表する人々だ」

「名誉と尊厳は日本文化に根付いている」「スポーツ界の心を捉えた瞬間だった」「これまで目にしたゴル

フ、スポーツにおいて、おそらく最も敬意があり、相応しいことだ。ヒデキ、彼のキャディ、そして日本は

素晴らしかった」などの称賛が相次ぎ、日本のトップ女子プロゴルファーの上田桃子さんも「This is 

japanese!!!」とコメントしたそうです。 

 早藤さん本人は、「特別な感情はありませんでした。ありがとうございました。ただそれだけでした。」

とコメントしているそうです。日本では、コースやグランド、試合会場に一礼する選手は必ずしも珍しくあ

りません。西中生の中にも、自然とそのような行動を行っている人はいます。ですが、海外から見ると、こ

のような行動は大きな称賛に値するようです。このような報道に接するにあたり、日本人としてとても誇ら

しい気持ちになりました。自分が何かをやったわけでもないのに、この報道のおかげで、日本という国を世

界に誇れるような気持ちになりました。優勝という偉業も素晴らしいものですが、このような行動が世界の

注目を浴び、称賛の嵐を受けることをとてもうれしく思いました。 

 西中にも、このような一礼が自然にできる人がいます。お礼の一礼、 

あいさつの一礼、グランドやコートへの一礼など、みなさんも西中の 

あちこちで見かけることがあると思います。まだ世界から称賛されたり 

はしていませんが、西中生の誇りの一つだと改めて感じています。 
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4月８日（木）、第４４回入学式が挙行されまし

た。今年度は１７９名の新入生を迎えました。在

校生や御来賓の皆様の出席はありませんでした

が、式は厳粛な雰囲気の中で行われ、新入生もし

っかりとした態度で参加していました。午後に行

われた第1学期の始業式は感染拡大防止のため放

送により行いましたが、それぞれが真剣な姿勢で、

新年度のスタートを迎えていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月２４日（土）学級懇談会・部活動保護者会を行

いました。当日は感染症対策を徹底する中、担任と保

護者の連携を深めるよい機会となりました。部活動保

護者会では、各顧問から部活動 

のあり方について具体的な説明 

の後、コロナ対策を含め顧問と 

保護者の共通理解が図られ有意 

義な１日になりました。 

 

日 曜 主な行事 

１ 土  

２ 日  

３ 月 憲法記念日 

４ 火 みどりの日 

５ 水 こどもの日 

６ 木  

７ 金 3時間授業 

８ 土  

９ 日  

10 月   

11 火   

12 水  

13 木 1年生歯科健診 

14 金  

15 土  

16 日  

17 月  

18 火  

19 水 埼玉県学力・学習状況調査 3年生内科検診 

20 木 専門委員会 

21 金 ふれあいデー 

22 土  

23 日  

24 月 1年生心臓検診 

25 火  

26 水 内科検診 

27 木 3年生全国学力・学習状況調査 2年生歯科健診 

28 金 月曜授業 1年生心臓健診予備日（幸手市役所） 

29 土 土曜授業日 3年生学年体育祭 金曜授業 

30 日  

31 月 振替休日（５／２９） 

 日  

 月 振替休業日 

 

西中ブログ更新中 
◇本校の教育活動を紹介する 

ブログです。ＱＲコードから 

アクセスしてみてください。 

【保護者の皆様へお願い】 

〇欠席等の連絡は、緊急の

場合を除き、保護者の方か

ら７：４５から８：００に

お願いします。  

 

 

 

 

 

  

  

保護者の皆様との交流 ～ 土曜授業日を通して ～ 

《 本年度のＰＴＡ総会について 》 

〇感染防止のため、書面総会になりました。今後の

活動については、決まり次第お知らせいたします。 

 

★4 月からの受賞者数 
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